教育テレビ番組『 おかあさんの勉強室』 が提示した母親規範:テレビがもつ「教育機能」に着目して by 津田 好子
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  　2013年度 NHKの国内放送番組編成計画は、下記の通り。
教養 教育 報道 娯楽
総合テレビジョン 23.3（％） 10.5 46.2 20.0
Eテレ 17.9 79.1  3.0 ―
 



































































































































































































































 14 たとえば、母親対象、青少年対象（放送利用研究会 1979）。
図 2　P県 Q市　社会教育放送利用推進体制 2









































































































































































































のフェミニズム 7 表現とメディア』岩波書店： 2–36．
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